
【矢崎グループ健康経営戦略マップ】

ヘルスリテラシー効果指標

人的健康資源

健康投資
（健康施策の実施） 健康関連の最終的な目標指標

（目標への達成状況）

従業員等の意識変容・行動変
容に関する指標

（意識・行動変容の改善状況）

健康投資施策の取組状況に関
する指標

（施策の取り組み状況）

健康投資効果（健康施策の成果） 健康経営で解決したい

経営課題

（経営課題の解消度合）

ルール・仕組み・制度の
構築

・働き方改革
・安全衛生活動方針

・職場改善
・人材開発・育成制度

健康管理関連システム
の導入
・HSS

・ストレスチェック
・エンゲージメント
・勤怠管理
・休業管理

健康管理体制の整備
・健康管理担当者
・産業保健スタッフ
・ウェルネスセンター
・3部署の連携
・室内連携

様々な効果に関連する
健康投資（＊）

すべての従業員が
能力を十分に発揮
できる職場環境を

整備する

環境健康資源

健康資源

組織力と生産性の継続的な向上

企業価値

持続可能な社会の実現

社会的価値

多様な働き方に適
応した働きがいのあ
る職場環境の整備

エンゲージメントの向上
（エンゲージメントスコア

50.0以上）

ストレスチェックの総合
健康リスク値の低減

傷病による休業（アブ
センティーイズム）の低
減（私傷病休業率

2.0％未満）

疾病を持った就業（プ
レゼンティーイズム）の
低減（仕事のパフォー
マンス指数94.0％以

上）

プレゼンティーイズム アブセンティーイズム 標準問診
・食事 ・飲酒
・運動 ・喫煙

・睡眠
メンタルヘルス教育

実施状況

エンゲージメント 健康診断結果
・肥満

・有所見者情報
・ハイリスク者情報

ストレスチェック結果
・高ストレス者
・高ストレス職場

勤怠情報

職場改善情報私傷病休業情報
ハイリスク者対応

情報
特定健診情報

相談窓口情報

（＊）基本的に「健康投資」と「健康投資施策の取組状況に関する指標」は1対1で対応する。しかし、中には複数
の「健康投資施策の取組状況に関する指標」に対応する「健康投資」も存在するため、そのような「健康投資」を
「様々な効果に関連する健康投資」とする。

真
に
強
い
組
織
の
確
立

健康診断の有所見者
率の低下

健康診断のハイリスク
者率の低下

良好睡眠者率

喫煙率

飲酒率（毎日）

高ストレス者率

2次検査受診率

朝食欠食率

運動習慣者率

肥満者率（BMI25以上）

仕事の量的負担指数

上司サポート率

同僚サポート率

高ストレス職場数
（総合健康リスク値120以上）

業務コントロール
可能指数

職場改善活動参加部署数

教育の受講率

特定保健指導参加者率

有給取得者率
インタバール制度活用者率
フレックスタイム実施部署数
在宅勤務実施部署数

保健スタッフ介入率

健康施策実施率

看護職健康相談実施率

喫煙ルール順守率

運動イベント参加率

長時間労働面談の実施率

対策実施完了部署数

相談窓口利用者率

高ストレス者への看護職健康相談

職場改善活動の活性化

メンタルヘルス教育機会の提供

働き方制度の多様化の促進

特定保健指導の推進

事業所の健康課題に沿った
施策の実施

ハイリスク者フォローの実施

運動機会の提供

喫煙ルールの徹底

長時間労働者面談の実施

感染症拡大防止対策

健康相談窓口の利用促進

産業保健スタッフ
体制

3部署との連携 私傷病休業制度

安全衛生活動
方針健康管理システム 経営基本方針

各種規定
手順書

ヘルスリテラシー向上施策
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